
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆受講対象◆ 

＊点訳・音訳で自分の力を生かしたい方。 

 ＊講座修了後も活動できる方。 

 ＊基本的なパソコン操作が可能な方。 

ボ
ラ
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ン
情
報 

次回のくれよんは１０月の発行予定です。おたのしみに～！(*^_^*)♪ 

ボ
ラ
セ
ン
情
報 

佐世保市ボランティアセンター(社会福祉協議会) 

〒857-0864 佐世保市戸尾町 5-1 させぼ市民活動交流プラザ 1階 

TEL：0956-23-3905／FAX：0956-42-0102 E-mail：kureyon@sasebo-shakyo.or.jp 

時間／10:00～18:45（火～土）10:00～17:00（日） 

休館日／月曜・祝日・年末年始・プラザの休館日 

「くれよん」はボランティアの方々のご協力によって発行されています。 

2 0 1７年度 第３号 

平成 2９年８月１日 

特集 佐世保空襲を語り継ぐ会 

 ６月２１日、させぼ市民活動交流プラザにて「話

し相手ボランティアフォローアップ研修」を開催

し、話し相手ボランティア登録者３０名が参加さ

れました。 

 講師に「ソーシャルサポートいけだ」代表 池田
い け だ

 

和枝
か ず え

 氏（独立型社会福祉士）を迎え“円滑なコミ

ュニケーションのとり方（傾聴）を学ぼう”をテー

マに楽しいワークと講話が行われました。 

 参加者からは「沈黙を活用するというお話が

大変参考になった」「ワークで、自分の印象が他

の人にどう映っているのかがよくわかった」「今

後の活動の中で、今日の講座を活用したい」など

の感想をいただきました。 
佐世保空襲 鎮魂

ちんこん

慰霊
い れ い

平和
へ い わ

祈願
き が ん

の塔 

講座の様子 池田 和枝 氏 

災害ボランティア 
実践講座開催決定！ 

『災害ボランティア実践講座～地域を守る
住民の“ちから”を集結せよ！～』を開催いた
します。 

【 日 時 】 
平成２９年９月２日（土）１３時～１６時 
生成２９年９月３日（日）１０時～１５時 

【受講対象】 
 災害ボランティア活動に関心がある方 
ならどなたでも参加できます。 

【 会 場 】 
佐世保市労働福祉センター（稲荷町２－２８） 

【 定 員 】 
１００名（先着順です。） 

【 主 催 】 
長崎県社会福祉協議会 
佐世保市社会福祉協議会 

【お問合せ・申込み先】 
 〒８５０-０８６２ 
長崎市出島町２-１１ 出島交流会館５階 

長崎県社会福祉協議会 
ボランティア振興課（担当：宮田まで） 

TEL：０９５-８２７-４８７２ FAX：０９５-８２７-４８６２ 

 バスや電車の時刻表など生活に密着した情報、一般図書、絵本、小

学生のためのテスト問題など、様々な印刷物を点訳されています。 

本紙「くれよん」も毎号点訳していただき、視覚障がいを持たれて

いる方々の元へお届けしています。 

視覚障がい者の方の読書や暮らしの情報のため、紙の本を点訳したり、ＣＤに録音（音訳）して、

点字図書や録音図書を製作するボランティアを養成する講座です。受講は無料です。 

 

【点字は、1 文字につき 6 点の突
起をさまざまに配置し、ローマ字
方式で組み立てられています。】 

目の不自由な方にとって、触る文字である点字は、生活をする上で情報を得る大切なツール

です。『点訳ボランティア 佐世保ありの会』は視覚に障がいのある方へ、墨字（印刷物）の情報を

点字にして伝える活動を行っておられます。 

◆日時◆ 平成２９年９月７日より 

毎週木曜１３時～１６時（全１０回） 

◆会場◆ 【点訳】ボランティアセンター別館 

     【音訳】県北振興局天満庁舎 1階 

点訳・音訳講座共に説明会を、８月３１日（木）１３時よりボランティアセンター

別館（花園町）で開催します。お申込・お問い合わせは、下記までお願いします。 

みやた 

長崎県視覚障害者情報センター佐世保（TEL：０９５６-２５-３３３６） 

 

登録ボランティア 
団体紹介 



 

 

この情報紙は「赤い羽根共同募金」の配分を受けて作成しています。 

 佐世保市山手地区、名切通りの中央公園

に、銀色の背の高いモニュメントと、多くの人

の名前が刻まれた碑
いしぶみ

があります。 

 それは、佐世保空襲で犠牲になられた方々

の慰霊塔
い れ い と う

（表紙写真）と墓
ぼ

銘
めい

碑
ひ

（写真右）です。 

 いまから７２年前の昭和２０年６月２８日、佐世

保は大空襲に見舞われ、多くの尊い命（お名

前が判明している方だけでも１,２４２名）を失

い、６万人を超える人々が被災しました。 

 その惨劇の記憶、戦争の愚かさを、戦争を

知らない世代へ伝えるボランティア活動を行

っておられるのが、当センター登録団体の『佐

世保空襲を語り継ぐ会』です。 

『佐世保空襲を語り継ぐ会』では、市内の小

中学校へ“平和教育語り手”の派遣活動や、平

和通信「火の雨」の発行、させぼエコプラザ

（佐世保市地球温暖化防止活動推進センタ

ー）内の佐世保空襲資料室の管理など多くの

活動を行われています。 

 

牛島さんは、お話しの最後に「戦争は二度としてはいけません。絶対させてはいけません。そのため

に私は自分ができることを頑張ります。」と語られました。 

 参加された方からは「戦争を体験された方の生の声を聴ける機会があってよかったです。今日聴い

たことを、戦争を体験していない私たちも、さらに下の世代に伝えて行かなければならないと思いま

した。」と感想が述べられていました。 

 

『佐世保空襲を語り継ぐ会』では、会員を募集されています。 

 ご興味がある方は【TEL：（０９５６）２２-８０８１ 佐世保空襲を語り継ぐ会 

山本
やまもと

様】まで、ご連絡ください。 

 第二次世界大戦（太平洋戦争）が終戦して今年で７２年目を迎えます。 

 戦時中、郷土佐世保で何があったのかを私達一人ひとりがよく知り、伝え

て行くことが今の平和を守る事につながっていくのではないのでしょうか。 

去る５月２７日（土）旧戸尾小学校の体育館にて、『第３５回 佐世保空

襲を語り継ぐ市民の集い』が開催されました。 

戦争を知らない若い世代から、実際に戦争を体験された方まで、約

６０人が参加し、戦争が如何にして始まったのか詳しく解説された DVD

の上映や、日中戦争で日本軍が進撃した場所を訪れた牛島
う し じ ま

 万
ま

紀子
き こ

さ

んの『長江
ちょうこう

流域をたずねて』の講話が行われました。 

手前：建立由来が刻まれた石碑 
奥側：亡くなられた方の墓銘碑 

佐世保空襲資料室は、土日（１０
時～１５時）に開館しています。 

空襲後の市街地の写真 

戦時中の生活が分かる資料

も沢山展示されています。 

長崎県立武道館の入り口
の立て札が目印です。 

会員の江島 麗介さん 
当時の様子や、資料の詳しい解説
をしてくださいました。 

えじま れいすけ 

会場の様子 

慰霊塔・墓銘碑には慰霊と平和を願い 

多くの千羽鶴が納められています。 

戦争体験の継承 
平和の語り手 

第 35 回 佐世保空襲を語り継ぐ市民の集い 

【体験期間】 ７月１日～９月３０日の間で受け入れ施設の定める期間 

【体験場所】 県内の社会福祉施設等 

【体験内容】 ・施設利用者とのふれあいや、介護等の手伝い 

・施設行事への参加、協力による利用者とのふれあい ほか 

 

子どもから大人まで誰もが気軽にボランティア活動に参加できる「サマーボランティア・キャンペ

ーン」が今年も７月１日から９月３０日まで開催中です。 

ボランティア活動に関心があるけれど、なかなか“きっかけ”がないという皆さま、自分に合いそ

うなものを選んで参加できる企画ですので、是非ご参加をお待ちしています。 

 ボランティアセンターや社会福祉協議会で配布されているガイドブックをご覧のうえ、ボランティ

アセンターへ随時お申し込みください。 

 

この夏、あなたもボランティアを“体験”してみませんか？ 

 

このガイドブックが 
目印です。 

その他、ご不明な点がありましたら、ボランティアセンターまでお問合せください。 

７月８日に「ボランティア入門講座」を、させぼ市民活動交流プ

ラザにて開催しました。 

高校生から７０代の方まで幅広い年齢層の２９名が参加され、ボ

ランティアを始める際の基礎知識や実践に向けての心構え、実際

に活動されている方の体験談や、現在募集中のボランティア情報

などを、お伝えしました。 

参加者からは「ボランティアを行う上での

精神や意義、活動内容などを知ることがで

きました。」「様々なボランティアの種類があ

ることを知り、活動に踏み出す一歩になりま

した。」などの感想をいただきました。 

講座の様子 

募集の呼びかけを行う、

黒髪児童センター職員 

個人ボランティア『佐世保の桃太郎』

こと、迎あやさんから、活動の動機や
楽しさなどをお話しいただきました。 

当センターは、今後も皆さんのボランティ

ア活動への支援協力を行っていきます。 

 当センターでは、使用済みの切手・プリペイドカードを収集し、

複数のボランティア団体へ送付しています。 

 それらは、各種福祉活動の資金として活用されます。 

 今後も、皆さまのお家に眠っている切手やプリペイドカードな

どがありましたら、ご協力をお願いいたします。 

 

平成２９年６月６日、親和銀行従業員組合より、「佐世保国際交

流ボランティア協会」を通じてボランティアセンターへ、使用済み

切手１４キロ分を寄贈して頂きました。ありがとうございました。 

ご協力ありがとうございました。 


